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さ
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補
正
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算
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。
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、
陳
情
５
件
を
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４
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。
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Ａ
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成
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、
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に
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時
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の
金
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分
を
加
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者
決
ま
る

　
幸
田
町
地
域
振
興
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設
「
道

の
駅
筆
柿
の
里
・
幸
田
」
の
管

理
運
営
を
、
引
き
続
き
合
同
会

社
　
筆
柿
の
里
幸
田
（
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表
者

田
境
兵
治
郎
）
を
指
定
管
理
者

と
す
る
。
指
定
期
間
は
、
平
成

26
年
４
月
１
日
か
ら
31
年
３
月

31
日
ま
で
。

Ｑ
　
選
定
委
員
会
委
員
は
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Ａ
　
行
政
委
員
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人
と
有
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者

委
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人
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合
計
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人
。

Ｑ
　
今
ま
で
の
評
価
は
。

Ａ
　
４
年
間
赤
字
を
出
さ
ず
順

調
に
運
営
で
き
た
。

Ｑ
　
年
間
利
用
者
数
は
。

Ａ
　
年
平
均
41
万
人
。

Ｑ
　
２
０
０
万
人
達
成
は
。

Ａ
　
平
成
26
年
度
の
早
々
に
は

達
成
す
る
見
込
み
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収

制
度
の
見
直
し
と
、
金
融
所
得

課
税
の
一
体
化
に
係
る
改
正
が

お
こ
な
わ
れ
た
。

Ｑ
　
損
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滞
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の
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の
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額
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申
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算
定
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念
事
業
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合
併
60
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記
念
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業
に
、
幸
田
町
の
子

ど
も
の
歌
を
制
作
す
る
。
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子
ど
も
の
歌
を
つ
く
る
目

的
は
。

Ａ
　
将
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を
担
う
子
ど
も
た
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が
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郷
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を
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す
る
心
を
持
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続
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、
い
つ
ま
で
も
歌
い
継

が
れ
る
歌
を
つ
く
る
。

Ｑ
　
だ
れ
に
依
頼
す
る
の
か
。

Ａ
　
文
化
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協
会
を
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じ
、

歌
手
の
加
藤
登
紀
子
氏
に
依
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す
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
増
設　
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県
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合
幸
田
線
に
、
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み
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こ
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の
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予
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営
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康

保
険
税
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例

の
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正

町
村
合
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記
念
事
業
と

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
で
安
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対
策

一
般
会
計
補
正
予
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１
９
６
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円
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議
会
議
長

  

大
嶽
　
弘

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

議
会
議
長

  

大
嶽
　
弘

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
は
、
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
日
本
の
ア
ス

リ
ー
ト
達
に
よ
り
数
々
の
ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
２
０
２
０
年
に
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
も
決
ま
り
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
ま
す
ま
す
の
国
際
交
流
と
、
景
気
回
復
が

期
待
さ
れ
て
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ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、
町
村
合
併
60
周
年
を
契
機
と
し
て
、
更

な
る
飛
躍
が
望
ま
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ま
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。

　
私
ど
も
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
町
民
の
皆
様
の
代
表
と

し
て
の
責
務
と
役
割
の
重
大
さ
を
自
覚
し
、
決
意
新
た
に
更
な

る
取
り
組
み
を
す
す
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
一
つ
と
い
た
し
ま
し
て
、
幸
田
町
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告
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を
開
催

し
、
日
頃
の
活
動
の
報
告
と
、
意
見
交
換
を
予
定
し
て
い
ま
す
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皆
様
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と
っ
て
、
本
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も
輝
け
る
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
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年
１
月
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１
０
４
件
が
申

告
し
て
い
る
が
、
算
定
は
で
き

な
い
。

（
反
対
２
賛
成
13
で
可
決
）

歳
入
（
主
な
も
の
）

子
育
て
支
援
対
策
基
金
事
業

費
補
助
金

　
２
６
１
２
万
円

財
政
調
整
基
金
繰
入
金

　
５
４
８
万
円

歳
出
（
主
な
も
の
）

合
併
60
周
年
記
念
事
業

２
５
０
万
円

　
平
成
26
年
８
月
の
合
併
60
周

年
記
念
事
業
に
、
幸
田
町
の
子

ど
も
の
歌
を
制
作
す
る
。

Ｑ
　
子
ど
も
の
歌
を
つ
く
る
目

的
は
。

Ａ
　
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
、
郷
土
を
愛
す
る
心
を
持

ち
続
け
、
い
つ
ま
で
も
歌
い
継

が
れ
る
歌
を
つ
く
る
。

Ｑ
　
だ
れ
に
依
頼
す
る
の
か
。

Ａ
　
文
化
振
興
協
会
を
通
じ
、

歌
手
の
加
藤
登
紀
子
氏
に
依

頼
す
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
増
設　

１
０
０
万
円

　
県
道
美
合
幸
田
線
に
、
防
犯

道の駅筆柿の里・幸田

芦谷弥栄神社前に新設

み
つ
こ

土
地
の
売
り
渡
し

人
事
案
件

特
別
会
計
補
正
予
算

陳
　
情

議
員
提
出
議
案

町
税
条
例
の

一
部
改
正

町
営
住
宅

条
例
の
一
部
改
正

国
民
健
康

保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

町
村
合
併
　
周
年
記
念
事
業
と

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
で
安
全
対
策

一
般
会
計
補
正
予
算 

１
９
６
０
万
円
増

60

議
会
議
長

  

大
嶽
　
弘

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

議
会
議
長

  

大
嶽
　
弘

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
は
、
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
日
本
の
ア
ス

リ
ー
ト
達
に
よ
り
数
々
の
ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
２
０
２
０
年
に
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
も
決
ま
り
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
ま
す
ま
す
の
国
際
交
流
と
、
景
気
回
復
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、
町
村
合
併
60
周
年
を
契
機
と
し
て
、
更

な
る
飛
躍
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
私
ど
も
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
町
民
の
皆
様
の
代
表
と

し
て
の
責
務
と
役
割
の
重
大
さ
を
自
覚
し
、
決
意
新
た
に
更
な

る
取
り
組
み
を
す
す
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
一
つ
と
い
た
し
ま
し
て
、
幸
田
町
議
会
報
告
会
を
開
催

し
、
日
頃
の
活
動
の
報
告
と
、
意
見
交
換
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
皆
様
に
と
っ
て
、
本
年
も
輝
け
る
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
26
年
１
月

3 議会だより●平成 26 年1月28日




